
萱田地区学校支援地域本部（萱田ポラリス）  

ポラリス通信 
                           第４２号 令和４年５月２０日 

お世話になった学校支援ボランティアのみなさん 

「家庭科（手縫い）」支援・「家庭科（ミシン）」支援のみなさん 

      
先生お一人での授業は大変だと思うので、ポラリス支援は意味があると思う。 

話をきちんと聞いてくれて、一生懸命取り組んでいた。こどもたちの飲み込みの早さにびっくりした。 

 

「昭和時代のお話」のみなさん         「地域清掃活動」支援のみなさん 

      
質問もたくさんあり、真剣さが伝わってきた。   こどもたちと楽しくおしゃべりをしながら、活動ができた。   

自分の小さい頃を思い出し、懐かしかった。    他の支援で一緒だったこどもから声をかけられ嬉しかった。 

 

「小学校キャリア教育」支援のみなさん       「中学校職業学習」支援のみなさん 

    
支援の準備をしていく過程で、自分の仕事を見直す良いきっかけとなった。一生懸命に聞いてくれる姿に感動した. 

貴重な経験をさせていただけたし、又機会があれば参加したい。自分の失敗談や今やるべきことも話した。 

こどもたちから刺激をもらえたし、熱心にメモを取る姿、丁寧な挨拶に胸が熱くなった。 

 

   「クラブ活動」支援のみなさん           「学期末学習会」支援のみなさん                

    
子ども達と一緒に遊ぶことが、良い刺激になり、若返った。  ボランティアさんの笑顔が子ども達にとって救いだと感じた。

子ども達からパワーをもらい、また、教わることも多かった。  「次はいつ？」の言葉が嬉しかった。成長した姿に感動した。 

毎年のべ３００人前後の皆さんに、ご協力いただいています。 ありがとうございます。 


